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コロナ禍が 2 年目に入りましたが、皆様の支えで 
活動を続けています。 

 

近況報告し、ご挨拶とさせていただきます。  

例年、この時期は「ベトナムアンサンブルチャリテーコンサート」で創りました基金で、ベトナム戦争 ・枯葉

剤爆弾被害者貧困家庭への支援と慰問 ・調査の報告をお届けしていましたが、２ ０ ２ ０年はコンサートが

中止になり、手足を縛られたような状態でコロナ禍 2年目となっています。２ ０ ２ １年秋も「中止 」の判断を

しました。  

この、活動にあたっての苦境がいつまで続くか。「菅 ・政治 」との競争を強いられております。  

                                              

●近況  

IFCC の活動基盤である共同出資旅行社 アイエフシ

ーのため、昨年は多大な協賛 とご協力をいただき、現在 、

なんとか事務所維持し活動を続けています。しかし、丸２年

に渡らんとする「雁字搦め」状態は、真綿で首を絞められているよう

に効いてきています。IFCC の活動開始３４年目を「自問」しながら、

「自答」を模索しています。 

 

●キューバ・ベネズエラ連帯  

日 本 キューバ連 帯 委 員 会 （ CUBAPON ） では、会 報

を例年より増やして 3 回発行してきました。他 、資料パン

フ『米国の労働者階級を擁護する』、『キューバ、５つの COVID-19

ワクチン開発』の発行、そして E メール発信『フエイクに抗う中南米情

報』は 27回発信（２０２０年６月～現在）してきました。 

いろんな交流イベントが「リモート」で開催されるようになってきまし

たが、“体感し、見聞する”ことの意味がますます重要になってきてい

るようです。ー—活動詳細は CUBAPON会報をご覧ください―― 

 

●ベトナムでの友好活動  

NPO 日本ベトナム平 和友好連絡会議 （ JVPF ） を通

じた友好活動の柱は「 枯葉剤爆弾被害者貧困家庭への

支援 」 と「 少 数民族出身学生への奨学金の活動 」 です。

この活動は、今年の１ 月 、計画通 り実施 されました。  

枯葉剤 爆弾被 害者 貧困 家庭への支援 は、ベトナムア

ンサンブルチャリテイーコンサートの中止にともなう寄付金

募集で１ ,３ ５ ０ ,０ ０ ０ 円 を創 り、ハザン省で 2 軒の「仁愛

の家 」 （ 実施総額 1 ,430,０ ０ ０ 円 ） を寄贈 。少数民族出

身 学 生 への奨 学 金 はハザン省 の少 数 民 族 寄 宿 中 学 校

で 40 人に７ ， ２ ０ ０ US＄ 、ラムドン省少数民族寄宿高

校で３ ０ 人 に 450,000 円 （ これは鹿児島 JVPF 実施 ） 、

がそれぞれ寄贈されました。  

裏 面 に、この活 動 模 様 をＪ VPF 会 員 連 絡 報 ２ ５ 号

（ 2021/3） より転載いたしました。鎌田はこれらの活動に

参与してきました。  

予防医学を掲げコロナ禍でも優等生 と言われていまし

たベトナムですが、パンデミックが再発 しました。訪問 して  

予防医学を掲げコロナ禍でも優等生 と言われていまし

たベトナムですが、パンデミックが再発しました。交流再開

の訪問は当面遠のきそうです。  

 

●悲報そして朗報 

★Ｉ FCC 創立以来 、キューバ、ベトナム、中国 、ヨーロッパ

諸国 と、ほとんど IFCC と一緒に歩んできていただいた細

谷久美子 さんが昨年末永眠 されました。言 葉 に尽 くせぬ

ほど思い出があります。２ ０ １ ４ 冬 のＪ VPF ベトナム訪 問

団が最後の「 旅 」 となりました。  

謹んで、ご冥福をお祈 りいたします。  

ちなにみ 、以 下 の

出 版 もされ、鎌 田 も

手伝いしてきました。  

『 枯 葉剤 に遭 った子 どもたち』 （ ２ ０ １ １ 年  同時代社 ） 、

『 キューバ探 訪 —－ 十 七 年 』 （ ２ ０ １ ３ 年  IFCC 出 版

会 ） 、『 学 び、交 流 し、成長する「 旅 」 の記録 』 (２ ０ １ ４ 年  

Ｉ FCC 出版会 )  

★アイエフシーの創 立 以 来 、監 査 役 に就 いていただいて

いた日高邦夫さんが 2019 年にご逝去されました。これは

訃報ですが、日高 さんへの追悼になる朗報が届きました。

日高 さんが取材をサポートされていた「 キューバの日本人

移民 」 をテーマとした映 像 記録 『 そしてイスラの土となる〜日

系キューバ移民の記録』が映像作家 ・ 鈴木伊織 さんの手でこ

の度制作されることになりました。詳細は CUBAPON ニ

ュース６ ３ 号をご覧 ください。          記 ： 鎌田篤則  

    

 ＩＦＣＣレター  
ＩＦＣＣ国際友好文化センター 
東京都新宿区山吹町３３３番地 

辻ビル４０５ 
ＴＥＬ０３-３２６８-４３８７ 
ＦＡＸ０３-３２６８-６０７９ 
Email : jvccpf＠rmail .plala.or.jp 

   

改題ＮＯ85（通算 99 号）2021 年 6 月 

 

タイビン・枯葉剤リハビリ施設で入所者たちと。
前列左から 1人目が松浦副会長、2人目が細谷
久美子さん（2014/12/25） 
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300,000,000ドン（140万円相当）寄贈で２軒の『仁愛の家』建築へ（2021 年 1 月実施へ） 

二
軒
目(

左
右) 

( 

【二軒目】写真上左、上右 
・Đặng Thị Lầu,Ms（写真上左の右側）: 1948 
年生まれ。 民族：ダオ 族、住所：ハザン省 
バククアン郡ナムムォン村。 

・夫のバン・ヴァン・ナムさんは 1947 年生ま 
れ、1979年 2 月に軍に入隊し、ハ・トゥエン 
省（現在のハザン）で戦争に加わり、除隊後 
2017 年に病気で死亡。 

・3 人の息子。長男も 1984年に国境警備隊に参 
加し、除隊後、労働事故で足を骨折し不自由 
で苦しむ。他の子供も非常に貧しい。 
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JVPF 会員連絡報 25号より 

 

奨学金支援事業の模様 
 

ハザン省で少数民族出身中学生奨学金贈呈が去る 1 月

30 日ハザン省ヴィスエン郡少数民族寄宿中学校で行わ

れ、二期生 4年目=10人、三期生 3年目=10人、四期生

2年目 10人、五期生 1年目 10人の都合 40人に実施さ

れました。ーー略 

JVPF宮崎支部は一期生5人が卒業したことを受け、新規

の五期生 5 人の学生への奨学金支援を継続することにし

ました。 

ラムドン省ダラット市で JVPF鹿児島支部は 2020年度

ラムドン省少数民族高校への奨学金支援贈呈を実施。テト

（2 月 12 日）前の贈呈を予定していましたがコロナ禍の再

発で学校が急遽休校になったため、テト明けの 3 月 13 日

（土）に実施され、JVPF ホーチミン事務所のルオンさん（村

山日本語学校校長）が奨学金を贈呈しました。 

今回も 1 年生＝10 人、2 年生＝10 人、3 年生＝10 人の

都合30人に奨学金が届けられました。このラムドン省での

少数民族出身高校生への奨学金支援事業は今回が８年目

で、今期の新 1年生 10人が最終期奨学生となります。 

三軒目(上下) 

( 


